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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成27年1月22日(2015.1.22)

【公開番号】特開2014-110427(P2014-110427A)
【公開日】平成26年6月12日(2014.6.12)
【年通号数】公開・登録公報2014-031
【出願番号】特願2013-245582(P2013-245582)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  61/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６８０　
   Ｈ０５Ｂ  33/10    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  61/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月28日(2014.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蛍光発光材料、
　並びに、
　三重項受容繰り返し単位および式（Ｉ）：

【化１】

（式中、Ａは二価基である、Ｒ１は各存在において独立して置換基である、各存在におけ
るＲ２はＨもしくは置換基である、ならびにｘは各存在において独立して０、１、２もし
くは３である）
の繰り返し単位を含む三重項受容コポリマーを含有する発光組成物。
【請求項２】
　Ａは、Ｏ、Ｓ、－ＮＲ２－および－ＣＲ２

２－から成る群より選択される、請求項１に
記載の発光組成物。
【請求項３】
　各Ｒ２は、独立してＨおよびＣ１－４０ヒドロカルビルから成る群から選択される、請
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求項１または２に記載の発光組成物。
【請求項４】
　各Ｒ２は、独立してＨおよびＣ１－２０アルキルから成る群から選択される、請求項３
に記載の発光組成物。
【請求項５】
　各Ｒ１は、存在する場合は、独立してＣ１－４０ヒドロカルビルから選択される、請求
項１～４のいずれかに記載の発光組成物。
【請求項６】
　前記三重項受容繰り返し単位は、非置換もしくは１つ以上の置換基で置換されていてよ
い多環式芳香族共繰り返し単位を含む、請求項１～５のいずれかに記載の発光組成物。
【請求項７】
　前記三重項受容繰り返し単位は、それらの各々が非置換もしくは１つ以上の置換基で置
換されていてよいアントラセンおよびピレンから選択される、請求項６に記載の発光組成
物。
【請求項８】
　前記三重項受容繰り返し単位は、式（ＩＩ）および（ＩＩＩ）：
【化２】

（式中、各存在におけるＲ４は、独立して置換基である、各ａは、独立して０、１もしく
は２である、各ｂは、独立して０、１もしくは２である、および各ｃは、０、１、２、３
もしくは４である）
の繰り返し単位から選択される、請求項７に記載の発光組成物。
【請求項９】
　前記式（ＩＩ）の繰り返し単位は式（ＩＩａ）：
【化３】

を有する、請求項８に記載の発光組成物。
【請求項１０】
　少なくとも１つのａおよび／または少なくとも１つのｂは少なくとも１であり、各Ｒ４

は、独立してＣ１－４０ヒドロカルビルから選択される、請求項８または９に記載の発光
組成物。
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【請求項１１】
　少なくとも１つのａおよび／または少なくとも１つのｂは少なくとも１であり、各Ｒ４

は、Ｃ１－２０アルキルから独立して選択され、このとき前記Ｃ１－２０アルキルの非隣
接Ｃ原子は、Ｏ、Ｓ、Ｃ＝Ｏ、ＣＯＯもしくはＮＲ１１（式中、Ｒ１１は、置換基である
）によって置換されてよい、請求項８または９に記載の発光組成物。
【請求項１２】
　前記蛍光発光材料は、ポリマーである、請求項１～１１のいずれかに記載の発光組成物
。
【請求項１３】
　前記蛍光発光ポリマーは、式（ＩＸ）：
【化４】

（式中、各存在におけるＡｒ８およびＡｒ９は、独立して置換もしくは非置換アリールも
しくはヘテロアリールから選択される、ｇは１以上である、Ｒ１３は、Ｈもしくは置換基
である、ならびにｃおよびｄは各々独立して１、２もしくは３である、ならびに同一Ｎ原
子に直接結合したＡｒ８、Ａｒ９およびＲ１３のいずれか２つは、直接結合または二価結
合基によって結合し環を形成することができる）
の繰り返し単位を含む、請求項１２に記載の発光組成物。
【請求項１４】
　前記蛍光発光ポリマーは、それらの各々が非置換もしくは１つ以上の置換基で置換され
ていてよいフェニレン、フルオレンおよびジヒドロフェナントレン繰り返し単位から選択
される１つ以上の共繰り返し単位を含む、請求項１２または１３に記載の発光組成物。
【請求項１５】
　前記蛍光発光材料：三重項受容ポリマーの質量比は９９．５：０．５～約７０：３０の
範囲内にある、請求項１～１４のいずれかに記載の発光組成物。
【請求項１６】
　本質的に蛍光発光材料および請求項１～１５のいずれかに記載の三重項受容ポリマーか
ら成る発光組成物。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれかに記載の組成物および少なくとも１つの溶媒を含む調製物。
【請求項１８】
　アノード、カソードならびに前記アノードおよび前記カソードの間の発光層を含む有機
発光デバイスであって、前記発光層は、請求項１～１６のいずれかに記載の組成物を含む
、有機発光デバイス。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の有機発光デバイスを形成する方法であって、前記アノードおよびカ
ソードの１つの上方に前記発光層を形成する工程、および前記発光層の上方に前記アノー
ドおよびカソードの他方を形成する工程を含む方法。
【請求項２０】
　前記発光層は、請求項１７に記載の前記調製物を前記アノードおよびカソードの一方の
上方に堆積させる工程、および前記少なくとも１つの溶媒を蒸発させる工程によって形成
される、請求項１９に記載の方法。
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